
一
は
じ
め
に

愛
媛
大
学
が
取
り
組
む
「
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
三
位
一
体
型
能

力
開
発
」
は
、
教
員
・
事
務
職
員
・
Ｔ
Ａ
が
、
愛
媛
大
学
の
理
念
と

目
標
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
能
力
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す
取
組
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

大
学
の
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
る
現
在
、
政
府
や
各
大
学
の
財
政

状
況
を
考
え
る
と
、
教
職
員
を
増
員
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
進
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
各
大
学
は
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
そ
れ
を
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
「
今
こ
こ
に
あ
る

人
的
資
源
」
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
に
直
面

す
る
。
教
育
課
程
や
組
織
の
改
革
に
加
え
て
、
教
育
の
現
場
に
立
つ

個
々
の
教
員
、
並
び
に
そ
れ
を
支
え
る
事
務
職
員
、
Ｔ
Ａ
、
す
な
わ

ち
「
教
育
ス
タ
ッ
フ
」
全
体
の
資
質
・
能
力
が
向
上
し
な
け
れ
ば
、

題
目
だ
け
の
教
育
改
革
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｄ
は
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
会
と
い
っ
た
啓
発
型
の
も
の
が
い
ま
だ
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
実
際
面
で
の
教
育
改
革
の
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
も
、
実
効
性
の
あ
る
研
修
が
実
施
さ
れ
て

い
る
大
学
は
少
な
い
。
ま
し
て
や
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
時
間
契
約
職

員
（
本
学
取
扱
規
定
）
と
い
う
身
分
の
「
教
育
ス
タ
ッ
フ
」
で
あ
る
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●
事
例
紹
介

●

Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
三
位
一
体
型
能
力
開
発

佐
藤
浩
章

（
愛
媛
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
育
企
画
室
・
准
教
授
）



と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
論
的
な
話
は
、
学
生
時
代
に
授
業

で
聞
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
現
在
、
私
が
学
生
に
教
え
て
い
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。」（
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
二
〇
〇
三
）
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）
一
方
、
教
務
事
務
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
三

年
に
卒
業
有
資
格
者
の
「
卒
業
未
認
定
」
と
い
う
痛
恨
の
不
祥
事
が

発
生
し
た
。

教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
部
で
は
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
改
善
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
教
育
課
程
並
び
に
組
織
改
革
に
お
い

て
最
も
重
要
な
点
は
、
教
職
員
間
で
核
と
な
る
理
念
・
目
標
の
共
有

と
、
教
職
員
一
体
と
な
っ
た
能
力
開
発
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
し
、
組
織
的
・
実
践
的
な
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
を
並
行
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
後
に
定
め
ら
れ
た
「
愛
媛
大
学
の
理
念
と
目
標
」
、

「
愛
媛
大
学
憲
章
」
(二
〇
〇
五
)は
、
こ
う
し
た
「
能
力
開
発
の
核
」

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
は
、
大
人
数
を
集
め
て
実
施
し
て
い
た
一
般
的
内
容
の
講
演

型
か
ら
、
本
学
の
実
態
に
即
し
た
実
践
的
内
容
の
演
習
型
へ
と
刷
新

さ
れ
た
。
ま
た
教
務
課
内
の
研
修
を
、
全
学
の
教
育
学
生
支
援
職
員

を
対
象
と
し
た
も
の
に
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
成
果
を
公
に

す
る
機
会
と
し
て
『
大
学
教
育
実
践
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
創
刊
し
、
教

員
の
み
な
ら
ず
事
務
職
員
の
論
文
も
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
三
）
第
三
期

：

三
位
一
体
型
能
力
開
発
の
始
動
（
二
〇
〇
四
～
）

二
〇
〇
四
年
、
愛
媛
大
学
は
国
立
大
学
法
人
と
な
り
、
大
学
間
の

競
争
的
環
境
の
中
で
、
教
職
員
の
能
力
開
発
に
は
さ
ら
に
高
度
な
内

容
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
段
階
的
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
同
年
に
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
「
Ｆ
Ｄ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
始
し
た
。
本
講
座
に
は
、

教
員
の
み
な
ら
ず
、
事
務
職
員
・
大
学
院
生
も
参
加
し
た
。
ま
た
本

講
座
は
、
近
隣
の
大
学
・
短
期
大
学
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、

多
数
の
学
外
参
加
者
（
参
加
者
の
四
九
％
が
他
大
学
教
員
）
を
得
る

な
ど
、
取
組
は
広
く
波
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
教
員
個
々

人
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
つ
き
、
授
業
の
診
断
・
分
析
・
助
言
を
行

う
「
授
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
が
加
わ
り
、
Ｆ
Ｄ
は
体
系
的
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
１
）。

Ｓ
Ｄ
に
お
い
て
も
、
段
階
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
を
取
り

入
れ
、
新
任
職
員
研
修
と
は
別
に
、
中
堅
職
員
を
対
象
と
す
る
、
よ

り
実
践
的
な
内
容
を
持
つ
研
修
も
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
キ
ャ
リ
ア
開

発
や
学
生
相
談
体
制
整
備
な
ど
学
内
の
教
育
課
題
の
発
見
・
調
査
・

解
決
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
教
育
学
生
支
援
部
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
が
組
織
さ
れ
、
よ
り
高
度
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
修
が
開
始
さ
れ

た
。加
え
て
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
Ｔ
Ａ
研
修
（
Ｔ
Ａ
Ｄ

：

テ
ィ
ー
チ
ン
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に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
認
識
が
本
人
に
お
い
て
も
教
員
に
お
い
て
も

低
く
、
能
力
開
発
の
対
象
と
す
ら
思
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
よ
り
実
践
性

が
高
く
、
持
続
的
に
発
展
す
る
「
教
育
関
係
職
員
の
た
め
の
能
力
開

発
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
取
組
の
プ
ロ
セ
ス

（
一
）
第
一
期

：

教
育
課
程
の
見
直
し
・
組
織
改
革
と
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ

の
開
始
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
一
）

本
学
は
一
九
九
六
年
に
教
養
部
を
廃
止
し
、
共
通
教
育
の
企
画
・

実
施
を
行
う
た
め
に
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）

を
設
置
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
新
し
い
共
通
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
新
課
程
導
入
の
企
画

段
階
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
授
業
方
法
・
内
容
の
組
織
的
改
善
を
図
る

た
め
に
全
学
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
を
開
始
し
た
。
一
九
九
九
年
に
開
催
さ

れ
た
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
の
勉
強
会
が
そ
の
出
発
点
で
あ
る
。
二

〇
〇
一
年
に
は
学
長
の
提
案
に
よ
り
、
教
員
の
教
育
実
践
活
動
の
成

果
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
教
育
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
本
学
の
Ｆ
Ｄ
活
動
の
黎
明
期
で
あ
り
、

そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
講
演
会
型
・
発
表
会
型
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。一
方
、
一
九
九
九
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
各
学
部
で
行
っ
て
い
た
教

務
事
務
を
集
中
し
て
行
う
た
め
の
組
織
（
教
務
課
）
を
設
置
し
た
。

こ
の
新
組
織
の
設
置
に
応

じ
、
「

効
率
的
な
業
務
方
法
の

構
築
」

や

「
事
務
職
員
の
意
識
改
革
」
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

本
学
の
教
育
改
革
や
学
生
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
自
主
的
な
新

人
職
員
研
修
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
研
修
は
、
一
般
の
職
員

研
修
と
は
別
に
、
業
務
上
の
必
要
性
か
ら
教
務
課
が
独
自
に
企
画
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
は
ま
だ
お
互
い
に
意
識
さ

れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
基
礎
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
た
萌
芽
期
だ
っ
た
と
い
え
る
。

（
二
）
第
二
期

：

問
題
発
生
と
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
の
連
携
（
二
〇
〇
二
～

二
〇
〇
三
）

二
〇
〇
二
年
、
セ
ン
タ
ー
の
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
部
に
Ｆ
Ｄ
担
当

の
専
任
教
員
が

配
置
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
以

上
に
セ
ン
タ
ー

主
導
の

Ｆ
Ｄ
実
施
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
活
動
は
さ
ら
に
活
発
と
な
り
、
年

間
の
研
修
参
加
者
は
増
加
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
参
加
者
か
ら
は

研
修
の
内
容
・
実
施
方
法
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
否
定
的
な
意
見

が
出
て
き
た
。
「
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
と
し
て
は
得
る
こ

特集 SD・FD

56



三
本
取
組
の
特
性

（
一
）
系
統
性
の
あ
る
能
力
開
発
（
段
階
別
・
目
的
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

本
取
組
の
第
一
の
特
性
は
、
系
統
性
の
あ
る
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
参
加
者
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て
学
び
、
成
長
し
、

継
続
的
に
研
修
が
進
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
段

階
別
・
目
的
別
に
内
容
を
整
理
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
を
例
に
説
明
す
る
（
表
１
）。
ま
ず
レ
ベ
ル
Ⅰ
（
導
入
段
階
）

で
は
、
必
修
の
「
新
任
教
職
員
研
修
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の

参
加
で
本
学
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
す
る
。
ま
た
年

に
数
回
開
催
さ
れ
る
講
演
型
研
修
の
「
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

聴
講
す
る
。

レ
ベ
ル
Ⅱ
（
基
本
習
得
段
階
）
で
は
、
毎
年
合
宿
形
式
で
開
催
さ

れ
る
、
新
任
教
員
向
け
の
「
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
お
い
て
授

業
の
基
本
を
習
得
す
る
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
主
た
る
活
動

で
あ
り
、
具
体
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
毎
年
九
月
に
全
一
五
講
座
開
催
さ
れ
る
「
Ｆ
Ｄ
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
」
は
、「
話
し
方
講
座
」「
講
義
法
の
基
本
」「
Ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
入
門
」
な
ど
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
Ⅲ
（
応
用
・
発
展
段
階
）
で
は
、
「
授
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」
を
通
し
て
、
日
常
の
授
業
場
面
を
事
例
に
、
授
業
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
授
業
実
施
者
と
と
も
に
、
現
状
把
握
・
現
状
分
析
・
改
善

案
模
索
・
実
施
・
評
価
の
各
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
、
改
善
に
繋
げ
て

い
く
。

レ
ベ
ル
Ⅳ
（
創
作
・
発
展
段
階
）
で
は
、
「
愛
媛
大
学
Ｇ
Ｐ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
実
践
発
表
、
『
大
学
教
育
実
践
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
で

日
々
の
授
業
実
践
や
教
育
課
程
改
善
の
事
例
の
論
文
化
を
行
う
。

最
終
段
階
の
レ
ベ
ル
Ⅴ
（
支
援
・
指
導
段
階
）
で
は
、
「
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
養
成
講
座
」
に
参
加
す
る
。
こ
の
研
修
は
、

各
学
部
な
ど
で
Ｆ
Ｄ
担
当
者
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
Ｆ
Ｄ
企
画
力
、
授
業
実
践
力
、
大
学
に
関
す
る

基
礎
知
識
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
年

度
（
二
〇
〇
五
年
）
は
九
名
（
学
内
三
名
、
学
外
六
名
）
が
講
座
に

参
加
し
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
に
実
施
し
た
研
修
で
は
全
国
か
ら
三

四
名
が
参
加
し
た
。
修
了
し
た
教
員
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
各
種
講

座
の
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
持
続
性
の
あ
る
能
力
開
発
（
研
修
の
講
師
を
学
内
で
育
成
す

る
シ
ス
テ
ム
）

本
取
組
の
第
二
の
特
性
は
、
学
内
の
教
職
員
を
積
極
的
に
講
師
に
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グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
）
も
導
入
し
た
。

こ
の
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
開
始
に
よ
り
、
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
を
同
時
並
行

で
進
め
て
い
く
、
本
学
独
自
の
能
力
開
発
体
系
が
構
築
さ
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
、
そ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
の
一
部
門
で
あ
っ
た
能
力
開

発
部
門
を
独
立
さ
せ
、
教
育
企
画
室
と
し
た
。
教
育
企
画
室
で
は
、

従
来
の
業
務
に
加
え
、
学
士
課
程
・
大
学
院
課
程
の
教
育
改
革
も
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
行
う
場
合
に
は
、
必

ず
教
職
員
の
能
力
開
発
も
併
せ
て
行
う
方
針
と
し
て
い
る
。

同
年
、
教
育
改
革
を
継
続
的
に
推
進
す
る
体
制
の
構
築
を
目
的
と

し
て
、
各
学
部
に
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
。
併
せ
て
、

彼
ら
を
中
心
と
し
て
各
学
部
で
行
わ
れ
る
優
れ
た
教
育
実
践
や
企
画

を
学
内
か
ら
公
募
し
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
「
愛
媛
大
学
教

育
改

革
促
進
事
業
（
愛
媛
大
学
Ｇ
Ｐ
）
」
制
度
を

設
け
、
学
内
で
も

組
織
的
な
教
育
改
革
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
彼
ら
に
対
し
て
は
、
本
年
度
は
年
に
五
回
の
研
修
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
立
案
に
関
わ
る
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目

指
し
て
い
る
。
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表１ 愛媛大学の教職員能力開発体系

レベル Ｆ Ｄ Ｓ Ｄ ＴＡＤ

レベルⅠ
[導入]

新任教職員研修オリエンテーション
TA研修（共通教育）
TA研修（専門教育）

FD/SDセミナー

共通教育改善のための学生とのワークショップ

レベルⅡ
[基本習得]

教育ワークショップ
新任者研修
若手職員研修

（採用後10年未満）

TA向け教育ワークショップ
（2007年度実施予定）

FDスキルアップ講座

レベルⅢ
[応用･発展]

授業コンサルティング
公開授業

中堅職員研修
（採用後10年以上）

スタディ・ヘルプ・
デスク・スタッフ

レベルⅣ
[創作･発展]

愛大GPシンポジウム発表
中堅職員研修

（採用後10年以上）
教育学生支援部タスクフォース

大学教育実践ジャーナル投稿

レベルⅤ
[支援･指導]

教育ワークショップ講師
FDスキルアップ講座講師
授業コンサルタント

ファカルティ･デベロッパー
養成講座

教育コーディネーター研修会

管理者研修
経営者研修

新任者･若手職員研修講師

TA研修・TA向け教育
ワークショップ講師
FDアシスタント



い
る
。
Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
度
以
降
は
効
果
を
最
大
限

高
め
る
た
め
に
、
Ｆ
Ｄ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
の
少
人
数
を
対
象

と
し
た
研
修
や
個
人
を
対
象
と
し
た
授
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
修
へ
の
参
加
者
の
満
足
度
は
非
常
に
高
く
、
例
え
ば

教
育
Ｗ
Ｓ
で
は
ほ
ぼ
八
〇
％
以
上
の
満
足
度
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
研
修
の
成
果
は
実
際
の
学
生
教
育
に
も
確
実
に
現
わ
れ
て
き

て
お
り
、
学
生
へ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
（
共
通
教
育
全
科
目
平
均
）

で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
六
〇
％
台
だ
っ
た
授
業
の
満
足
度
の
肯
定
的

意
見
の
割
合
は
、
二
〇
〇
五
年
に
は
約
八
〇
％
に
ま
で
上
昇
し
て
き

て
い
る
。
ま
た
本
学
の
共
通
教
育
で
は
、
中
間
期
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
授
業
が
改
善
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
聞
い

た
設
問
に
お
い
て
も
「
授
業
を
改
善
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
」
と

す
る
回
答
が
七
〇
％
を
越
え
て
い
る
。

ま
た
能
力
開
発
の
成
果
と
し
て
は
、
教
員
が
日
常
的
に
活
用
し
て

い
る
『
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
「
シ
ラ
バ
ス
作
成

か
ら
成
績
評
価
ま
で
」
（
二
〇
〇
四
）
・
第
二
巻
「
成
功
す
る
ス
タ

デ
ィ
・
ス
キ
ル
の
教
え
方
」（
二
〇
〇
五
）、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
兼
ね
た

『
も
っ
と
授
業
を
良
く
す
る
６
つ
の
コ
ツ
』（
二
〇
〇
六
～
）、『
Ｆ
Ｄ

担
当
者
必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
の
作
成
が
挙
げ
ら
れ

る
。

五
お
わ
り
に

大
学
教
職
員
の
日
常
の
改
革
を
目
的
と
し
た
、
本
学
の
「
Ｆ
Ｄ
／

Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
三
位
一
体
型
能
力
開
発
」
は
決
し
て
華
々
し
い
取
組

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
反
省
を
も
と
に

作
り
上
げ
た
本
学
の
取
組
は
、
日
本
の
大
学
教
育
を
変
え
て
い
く
着

実
な
一
歩
で
あ
る
と
確
信
し
、
今
後
も
組
織
と
し
て
学
び
続
け
て
い

き
た
い
。

特集 SD・FD

61

登
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
学
生
支
援
部
の
新
人
事
務
職
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
大
学
に
お
け
る
評
価
の
重
要
性
」「
学
生
参
画

型
大
学
運
営
」「
愛
媛
大
学
の
経
営
戦
略
」「
広
報
か
ら
み
た
愛
媛
大

学
」
な
ど
の
講
座
が
あ
る
が
、
講
師
は
、
全
て
本
学
の
教
職
員
で
あ

る
。
内
部
で
講
師
を
登
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
本
学
の
実
態
に
即

し
た
研
修
を
、
無
理
な
く
継
続
的
に
実
施
で
き
る
、
②
指
導
を
通
し

て
講
師
自
身
の
能
力
開
発
と
な
る
、
③
予
算
削
減
が
可
能
と
な
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
レ
ベ
ル
Ⅴ
段
階
の
修
了
後
、
本
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
学
ん
だ
教
員
が
実
際
に
支
援
・
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

研
修
の
受
講
者
が
、
習
得
す
る
立
場
か
ら
指
導
す
る
立
場
に
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
学
の
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
／
Ｔ
Ａ
Ｄ
は
、
持
続
的
に
循
環

し
な
が
ら
発
展
す
る
能
力
開
発
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
能
力
開
発
（
教
育
企
画
室
と
学

内
外
組
織
と
の
連
携
）

本
取
組
の
第
三
の
特
性
は
、
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
各
学
部
の
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
従
来

の
教
務
委
員
や
Ｆ
Ｄ
委
員
と
は
異
な
り
、
明
確
に
教
育
重
点
教
員
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
学
部
の
教
育
課
程
改
革
や
Ｆ
Ｄ
を
担

当
し
て
い
る
。
ま
た
教
育
企
画
室
に
は
「
研
究
員
」
制
度
が
あ
り
、

学
内
の
教
育
実
践
力
の
高
い
教
員
に
Ｆ
Ｄ
講
師
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
学
部
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
全
学
の
Ｆ
Ｄ
の
拠

点
で
あ
る
教
育
企
画
室
は
円
滑
に
業
務
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
教
育
企
画
室
が
事
務
局
と
な
り
、
中
国
・
四
国
地
区
の
他
大

学
Ｆ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
「
大
学
間
Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
四

国
」
を
形
成
し
て
い
る
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
現
在
八
大
学
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
、
講
師
の
相
互

派
遣
な
ど
で
連
携
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
間
で
は
、
年
に
二
回
の
会

合
を
持
ち
、
ま
た
日
常
的
に
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
の
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
。

学
内
外
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
知
の
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
取
組
の
有
効
性

こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
延
べ
一
一
八
二
名
の
教

職
員
、
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
に
は
一
九
一
名
の
教
員
、

Ｆ
Ｄ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
に
は
三
〇
三
名
の
教
職
員
、
Ｓ
Ｄ
に
は
六

五
名
の
事
務
職
員
、
Ｔ
Ａ
研
修
に
は
三
一
九
名
の
Ｔ
Ａ
が
参
加
し
て
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